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須
費
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
が
玉

川
村
大
字
北
須
釜
の
旧
タ
バ
コ
収
納

場
跡
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
ほ
ど
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

起
工
式
に
は
関
係
者
ら
加
入
が
出

席
。
須
賀
川
地
方
広
域
圏
消
防
組
合

管
理
者
の
高
木
博
須
賀
川
市
長
と
施

工
者
代
表
の
佐
藤
昌
三
共
栄
建
設
工

業
社
長
が
ク
ワ
入
れ
、
車
田
次
夫
村

長
ら
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
て
工
事
の

無
事
完
成
を
祈
り
、
ザ
ま
し
た
。

玉
川
派
出
所
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
て
の
庁
舎
と
鉄
骨
造
り
の

開設

緊急出動の
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玉
川
村
消
防
団
の
秋
季
検
関
が
叩

月
お
日
(
日
)
村
畏
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
、
団
員
別
人
が
参
加
し
ま
し

た。
当
日
は
秋
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
、
団

員
は
士
気
旺
盛
な
姿
を
披
露
。
機
械

器
具
点
検
や
通
常
点
検
な
ど
を
機
敏

に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
雨
の
た
め
2
年
間
行
わ
れ

な
か
っ
た
小
隊
訓
練
競
技
も
今
年
初

め
て
実
施
。
第
3
小
隊
が
消
防
団
幹

部
O
B
ら
か
ら
贈
ら
れ
た
優
勝
旗
を

手
に
し
ま
し
た
。

小
隊
訓
練
の
成
績
は
次
の
と
お
り

優

勝第
3
小
隊
(
岩
法
寺
・
竜
崎
分
団
)

準
優
勝

第
4
小
隊
(
南
須
釜
分
団
)

優
良
指
揮
者

円
谷
兼
一
(
南
須
釜
分
団
)

優
良
第

1
分
隊
長

宗
形
光
雄
(
南
須
釜
分
間
)

優
良
第

3
分
隊
長

小
林
吉
弘

(
竜
崎
分
団
)

車
庫
合
わ
せ
て

2
8
5
・
5
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
来
年
3
月
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
口

当
面
は
4
月
か
ら
須
賀
川
消
防
署

員
4
人
が
ポ
ン
プ
車
1
台
に
乗
っ
て

来
所
し
、
毎
日
午
前
8
時
鉛
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
空
港
の
開
港
や
道
路
事
情
の

変
化
な
ど
、
災
害
の
多
様
化
が
予
想

さ
れ
る
中
で
派
出
所
の
果
た
す
役
割

は
、
今
後
益
々
大
き
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

現地で行われた起工式

江・矢吹翼行-味原一夫-前田由美・因子

健司-三瓶勉

白山レイコ-曲山さとみ

添田陽子-沖田富美木由美紀・矢吹陽

子高原登-関根勲-溝井進一・}J ¥針

竜哉 -高原由加里石井春美

高林清美・遠藤剛・小針由理・}J ¥林和

男-駒木根勉・小針常弥・ }J¥針正好-吉

田正弘-石井和男

大竹進一-伊藤隆子倉鎌秀志-増子

治-大竹章子-大竹義紀・草野嘉重・大竹

美貴-佐久間祐子

三本松明美-小野秀樹上野久美-小針光

博-佐藤多津江-橋本晴江河野真貴小

小針知洋-鈴木幸小針洋美-須藤金一辺(9人)

生(2人)

高(10人)

?平成5年の成人式を来春 1月15日(成人の日)に、村就業改

善センターで行います。村内に住所がある人で該当する方は

次のとおりです。ここに名前の載っていない方、ふるさとで

成人式を迎えたい方は、 12月21日までに村公民館怨57-
3101内線62番にお申し込み下さい。(名簿は10月末現在で

す。)
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林元彦呂井清信・)J ¥林千春-小林英夫

大木伸一.:i草津みよこ-飯島夏枝・ }J¥原ミ

エ子.} J ¥原久典-吉村博・大和巴広美

関根和宏・阿部善四郎-近内幸子

塩津信男-榊枝輝一・阿久津まゆみ-佐久

間理佳・榊枝恵美子・渡選広通-矢吹和

恵-野口庄蔵・鈴木明美-矢吹冨稔-榊枝

聡-須田勉・関根良仁・ lJ¥針利枝子

須釜吉彦・有賀カツ子 -有賀由美子-須釜

美代子

松山さおり

塩田博幸-石井孝子

( 9人)

岩法寺(9人)

ニt乙

司，

北須釜(14人)

(4人〉

山小屋(1人)

四辻新田(2人)

崎(11人)

高須釜(10人)
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11月22日⑪午前8時5分スタートFγ ン怯
ゼツソ〆ふくしま駅伝

平成4年11月広報たまかわ

什
月
辺
自
(
巴
)
白
河
市
か
ら
撞
島
市
ま

で
の

1
0
1
キ
口
の
反
一
闘
を
激
走
す
る

第
4
口
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
に
、
玉
川
選
手
闘
が
出
場

し
ま
す
。
玉
川
村
は
昨
年
初
出
場
で

糾
位
と
健
闘
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
2
E日
の
出
場
と
い
う
こ
と
で

練
習
量
も
豊
富
。
よ
り
上
位
へ

の
進
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ゼ
ッ
ケ
ン
九
を
胞
に
、
玉

川
村
の
代
表
と
し
て
一
生
懸

命
走
る
選
手
た
ち
を
、
村

民
み
ん
な
で
応
援
し
て
下

さ
い
。
八
五
コ
ー
ス
と
出

場
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

小針一志さん
(中)

意

上野一徳さん
(竜崎)

武田康雄さん
(岩法寺)

小針和彦さん
() 11辺)

小林路子さん
(中〉

小林浩二さん
(竜崎)

岩谷唯義さん
(中)

んさ一
人
辺

!

ー黒

(

日

んさ

)

史
博

撤
訪

問
同
山
岡
同
〆

f
t
、、

草

曲山ひとみさん
(蒜生〉

角田重成さん
(中)

水野寿さん
(中)

鈴木悦美さん
(吉)

玉
川
村
選
手
団
補
員

監
督
・
小
針
孝
一

(
村
社
会
教
育
指
導
員
)

コi
チ
・
橋
本
憲
一

(
派
遣
社
会
教
育
主
事
)

高 小 石 有 小塩大大大
原林井賀林田野野越

車

問

裕

器

榊

枝

裕

子

鈴
木
真
理
子

矢

部

克

也

佐
久
間
玉
枝

遠

野

志

津

子

小

針

誠

石
森
四
郎
一

紀
幸

晴
子

久
美
子

百
恵

喜
美

智
子

紀
子

ロヨ円
μ

矢
E
4小

登
紀
子

4 

小針仁ーさん
(中)

溝井利ーさん
(南須釜)

倉鎌伸ーさん
(岩法寺)

近内信和さん
(吉)
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作文コンクール入賞者

平成4年11月

「家庭の日」

広報たまかわ

乙̂

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
主
催
し

た
第

7
回
「
少
年
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
と
第

8
回
「
家
庭
の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
、
川
月
叩

B
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
村
内
の
小
・
中
学

生
全
員
が
参
加
し
、
家
族
と
の
ふ
れ
合
い
や

自
分
の
体
験
な
ど
か
ら
の
感
動
を
ぺ
ン
に
伝

え
た
も
の
で
す
。
入
賞
者
と
題
名
は
次
の
と

お
り
で
す
。

作文コンクール入賞者「少年の主張J

司事

、，〆

わたしのお手つだい

みんなでじまんできるもの

おじいちゃんと牛

おかあさんのくつあらい

海に行ったこと

おはかそうじ

もしもおばあちゃんがし、たら

わたしの家族

日曜日の朝ごはん

家庭の 日

料理作り

お母さんとけんかしたこと

あんちゃんのつってきた魚

司'、

. 2年生の部

祭実穏当主
最優秀 玉一小 1 石井裕人 あかちゃんがうまれた

優秀 須釜小 1 鈴木由喜枝 あたらしいすいそう

優秀 川辺小 2 小木 智美 やさしかったおじいちゃん

優良 玉一小 1 溝井幸恵 かぞくりょこう

優良 川辺小 1 矢吹澄江 なつやすみのおもいで

優良 玉一小 2 真弓英樹 たのしかった花火

優良 玉一小 2 高原愛美 わたしの家族

優良 川辺小 2 大和田聖子 かぞくぜんいんのこと

優良 須釜小 2 石森裕美 かぞくで魚つりへ

優良 須釜小 2 塩津義寛 キャンブ

小学校3・4年生の部

小学校 1

間一一一一一一一日一一一日目一日一一

岡谷美香

滝口 啓史

鈴木愛子

吉田考良

須藤愛子

小原和也

大和 田恵、

車田三枝子

山崎 嘉 子

川崎円

小針千恵子

石森希美

石森 優子

3
一つご

3
一3
一3
一3
一4
一4
一4
一4
一4
7
2
4

制一寸一剣一

Jqm一
創
一
寸
一
寸
一
以
一
訓
一
制
一
剣
一
制

川
一
玉
一
須
一
玉
一
川
一
須
一
玉
一
玉
一
川
一
川
一
川
一
須
一
須

小学校5・6年生の部

最{憂秀 玉一小 6 車田宗隆 めざせ日本一

最優秀 JII辺小 6 円谷春美 家族の一員として

優秀 川辺小 5 鈴木裕美子 ありがとうお母さん

優秀 玉一小 6 首藤勝也 わが家の大事件

優秀 川辺小 6 須藤尚美 母の手

優良 玉一小 5 大竹恵美 わたしの家族

優良 玉一小 5 高林桜子 みんなが集まる日

優良 川辺小 5 矢部順子 いつもわが家は家庭の日

優良 須釜小 5 矢吹千夏 私の協力

優良 須釜小 5 大越期子 尾瀬への家族旅行

優良 玉一小 6 ィ、針 綾 母の徹夜

優良 川辺小 6 田子真由子 快くむかえてあげられる

優良 須釜小 6 八代貴子 私の家庭の日

中学生の部

警賞別 挙校主事「芳 年3「欝12::← 議玄ミ

最優秀 泉中 3 小林路子 祖父に語る

優秀 須釜中 1 大野香里 手作りうどん

優秀 泉中 2 鈴木美紀 夏の家族旅行

優秀 泉 中 3 湯 i畢光 樹 芽生えた家族の協力

f憂長 泉中 1 小針智之 家族の肖像

優良 泉 中 1 ノj、林 恵、 心のきずな

優良 須釜中 1 関根直子 夏休みに始めたこと

優良 須釜中 1 有賀原子 お手伝い

優良 須釜中 2 小原 イ憂 家族の心

優良 須釜中 2 草野尽 子 私の父

優良 泉中 、日J 張本摺蓮 担父に学ぶ

優良 泉中 3 関根 家族のすばらしさ

村
の
「
少
年
の
主
張
」
で
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
黒
須
紀
子
さ
ん

は
、
県
大
会
に
も
出
場
。
堂
々
と

意
見
を
発
表
し
見
事
、
優
秀
賞
に

入
り
ま
し
た
。
黒
須
さ
ん
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

「
い
さ
か
い
の
中
か
ら
」

学
校
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
大

半
を
過
ご
す
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。

誰
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ

る
場
所
で
あ
り
、
悩
み
、
協
力
し
あ

い
な
が
ら
、
他
人
と
の
心
の
痛
み

を
感
じ
ら
れ
る
人
間
と
し
て
成
長

し
て
行
く
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

G

そ
う
い
う
学
級
こ
そ
真
の

良
い
学
級
と
言
え
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
そ
ん
な
ク
ラ
ス
に
一

歩
近
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
五
月
の
短
学
活
の
時
間
が

き
っ
か
け
で
し
た
口

そ
の
日
、
一
言
葉
が
は
っ
き
り
せ

ず
、
行
動
も
遅
く
清
潔
感
に
欠
け
、

男
子
か
ら
何
か
と
敬
遠
さ
れ
て
い

る
彼
女
が
、
明
日
の
授
業
の
予
定

を
話
し
始
め
た
の
で
す
。
つ
つ
か

え
た
り
、
言
葉
が
抜
け
た
り
、
何

度
も
何
度
も
間
違
う
た
め
、
い
ら

だ
ち
を
感
じ
た
数
人
の
男
子
が
、

さ
せ
た
の
は
、
み
ん
な
他
人
の
せ

い
に
し
て
い
る
け
ど
、
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
い
た
ぼ
く
た
ち
に
責

任
が
な
い
だ
ろ
う
か
、
他
人
の
せ

い
に
す
る
の
は
卑
怯
じ
ゃ
な
い

か
J
と
一
一
一
一
口
っ
た
の
で
す
。
こ
の
言

葉
は
ク
ラ
ス
の
一
人
一
人
の
胸
に

鋭
く
突
き
さ
さ
り
ま
し
た
。
集
団

の
一
員
と
し
て
の
責
任
が
、
こ
の

時
、
各
自
に
関
わ
れ
た
の
で
す
。

静
け
さ
の
後
「
バ
ラ
バ
ラ
な
の

よ
、
ク
ラ
ス
が
口」
「
勝
手
な
こ
と

い
っ
て
た
し
な

o
h彼
女
、
つ
ら

か
っ
た
ろ
う
な
。
」
「
何
と
か
し
な

く
ち
ゃ
。
」
と
、
め
ん
ど
う
な
こ
と

に
は
関
わ
り
あ
い
た
く
な
い
、
と

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
、
責
任
を
他

人
に
転
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
一

人
一
人
が
、
や
っ
と
他
人
の
心
の

痛
み
を
感
じ
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気

づ
き
、
行
動
を
お
こ
そ
う
と
い
う

気
に
な
っ
た
の
で
す
。

次
の
日
か
ら
、
一
ヶ
月
後
に
控

え
た
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向

け
、
全
員
が
朝
の
練
習
を
開
始
し

ま
し
た
。
太
っ

て
い
て
走
る
こ
と

が
苦
手
な
彼
女
に
、
「
い
い
か
、

苦
し
く
な
っ
た
ら
呼
吸
法
を
か
え

ろ
。
吸
う
吸
う
、
吐
く
吐
く
だ
ぞ
。
」

「
腕
を
振
れ
ば
、
足
は
前
に
出
る

か
ら
。
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
男

子
。
彼
女
に
か
け
声
を
か
け
た
り
、

家族ふれあい尾瀬の旅専

6 

大

も

「
パ
ッ
カ
じ
ゃ
ね
え
の
、
こ
ん
な

の
説
明
で
き
な
く
て
。
」
「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
。
」
と
文
句
を
い
い
は
じ
め

た
の
で
す
。
彼
女
は
赤
く
な
っ
た

ま
ま
う
つ
む
く
一
方
で
し
た
。
そ

ん
な
彼
女
を
見
か
ね
て
「
今
の
言

葉
は
ひ
ど
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
一
生

懸
命
話
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
。
」

と
、
い
つ
も
お
と
な
し
い
友
人
が

言
い
出
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
続

い
て
、
「
男
子
は
い
つ
も
彼
女
を

く
さ
い
と
い
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
」
「
技
術
の
時
間
、
ど
う
し
て

座
席
を
空
け
る
の
よ
J
「
座
り
た

く
な
い
ん
で
し
ょ
う
。
」
と
次
々
と

男
子
へ
の
攻
撃
が
始
ま
り
、
男
女

の
い
さ
か
い
は
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

相
手
へ
の
憎
し
み
が
飛
び
交
う

騒
然
さ
が
ど
の
位
続
い
た
で
し
ょ

う
。
委
員
長
が
、
「
静
か
に
し
ろ
。
」

と
叫
び
「
彼
女
に
つ
ら
い
思
い
を

一
緒
に
走
っ
た
り
、
男
女
の
別
な

く
、
励
ま
し
の
輸
は
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
。

ス
タ
ー
ト
し
て
ニ
キ
ロ
。
い
よ
い
よ

ゴ
l
ル
へ
の
長
い
坂
道
に
か
か
り

ま
す
。
「
ホ
ラ
、
ラ
ス
ト
。
」
っ
ガ
ン
バ
。
」

と
次
々
と
励
ま
し
の
声
が
お
く
ら

れ
ま
す
。息
は
苦
し
く
胸
は
も
う
は

り
さ
け
そ
う
。
足
は
前
に
出
ず
、
気

力
と
の
戦
い
が
続
き
ま
す
。
そ
の
中

で
、
あ
え
き
な
が
ら
走
る
彼
女
口
そ

の
彼
女
が
辛
く
苦
し
い
こ
の
坂
道

で
何
と
三
人
を
追
い
抜
い
た
の
で

す
。
彼
女
の
が
ん
ば
り
に
、
ク
ラ
ス

の
中
が
わ
き
あ
が
り
、
拍
手
と
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

彼
女
は
、
マ
ラ
ソ
ン
を
終
え
た

あ
と
、
み
ん
な
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
笑
顔
で
言
い
ま
し
た

D

こ
の
笑

顔
は
、
私
た
ち
が
、
よ
い
ク
ラ
ス

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
あ
ら
わ

れ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

委
員
長
の
ひ
と
こ
と
が
、
私
た

ち
に
、
「
ク
ラ
ス
と
は
何
か
口
仲

間
と
は
何
か
に
を
考
え
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
中
学
生
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
失
敗
を
重
ね
る
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
お
互
い
友
人
の

よ
さ
を
認
め
あ
い
、
助
け
合
っ
て
、

真
の
良
い
学
級
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

7 
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お

ご

そ

か

に
戦

没

者

追

悼

式

広報たまかわ

日
清
、
日
露
、
太
平
洋
戦
争
で
犠
牲
と
な
っ
た
村
内
戦
没
者

m名
の
追
悼
式
が
村
体
育

館
で
行
わ
れ
、
遺
族
を
は
じ
め
来
賓
多
数
が
参
列
し
ま
し
た
。

全
員
が
戦
没
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
は
じ
め
に
、
車
田
村
長
が
「
現
在
の
豊
か
な
生
活

は
戦
没
者
の
方
々
の
犠
牲
と
、
残
さ
れ
た
家
族
の
努
力
に
よ
る
も
の
口
遺
志
に
報
い
る
た

め
に
も
最
善
の
努
力
を
し
、
二
度
と
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意
を
誓
い
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遺
族
ら
に
よ
っ
て
献
花
な
ど
が
行
わ
れ
、
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

剣
の
心
は
己
の
魂

第
引
回

第
包
回
玉
川
村
少
年
剣
道
大
会
が

玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
村

内
と
周
辺
町
村
の
小
・
中
学
生
別
人

が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た

D

選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
熱
戦
を
展
開
。
館
内
に

は
、
子
供
た
ち
の
気
合
い
の
入
っ
た

声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
口

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

*
団
体
の
部

〈小
学
生
〉

優
勝
近
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
棚
倉
町
)

平成4年11月広報たまかわ

少

年

剣

道

大

会

準
優
勝
須
釜
少
年
剣
友
会
A

第
三
位
玉
川
少
年
剣
友
会
A

〈
中
学
生
男
子
〉

優
勝
尚
武
館
(
矢
吹
町
)

準

優

勝

泉

中

A

第
三
位
古
殿
中

〈
中
学
生
女
子
〉

優
勝
近
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
(
棚
倉
町
)

須
釜
中

古
殿
中

準
優
勝

第
三
位

*
個
人
の
部

〈
小
学
生
〉

優
勝
小
浜
真
伯
(
近
津
ス
ポ
)

準

優

勝

金

沢

克

美

(

。

)

第
三
位
栗
原
裕
也
(
石
武
館
)

石
川
町

〈
中
学
生
男
子
〉

優

勝

舘

撰

一
(
石
武
館
)

準
優
勝
下
重
直
也
(
近
津
ス
ポ
)

第
三
位
湯
沢
康
太
(
泉
中
)

〈
中
学
生
女
子
〉

優
勝
斎
藤
直
子
(
近
津
ス
ポ
)

準

優

勝

金

沢

良

子

(

)

第

三

位

野

中

広

子

(

)
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ど
、
中
学
生
の
み
な
ら
ず
住
民
が
関
心
を

持
っ
て
い
る
問
題
な
ど
を
真
剣
に
考
え
、

模
造
紙
な
ど
を
つ
か
っ
て
発
表
。
特
に
騒

音
を
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実
際
に
騒

音
計
を
つ
か
っ
て
航
空
機
の
音
の
大
き
さ

を
体
感
で
き
、
多
く
の
観
覧
者
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

「
福
島
空
港
」
も
テ
ー
マ
に

泉
中
学
校
文
化
祭

来
春
3
月
開
港
の
福
島
空
港
に
最
も
近

い
村
立
泉
中
学
校
で
第
山
田
日
を
数
え
る

文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で

2
年
生
が
取
り
組
ん
だ
テ
ー

マ
は
「
福
島
空
港
L

D

な
ぜ
福
島
空
港
が

玉
川
村
に
で
き
た
か
?
フ
ラ
イ
ト
農
業

で
は
何
を
空
輸
す
る
の
か
?
飛
行
機
が

飛
ん
だ
と
き
の
騒
音
は
ど
の
位
か
つ
な

秋晴れの中、元気にプレー

第3回石川地方身体障害者スポーツ大会

紅
葉
が
山
々
を
染
め
る
秋
晴
れ
の
玉
川
村
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
石
川
地
方
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
玉
川
村
を
は
じ
め

石
川
町
、
浅
川
町
、
平
田
村
か
ら
選
手
が
参
加
し
、

叩
種
目
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
結
果
は
地
元
玉

川
村
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
c

こ
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
石
川
支
部
が

主
催
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高原フクさん(84才)が初優勝

第4回玉JI/サービスチェーンゲートボール大会が村

民グラウンドで関かれましたD 大会には、日頃から

ゲートボールに親しんでいる人たち103人が参加し、特

別ルールで競技を行いました。その結果、栄えある優勝

者は高原フクさん (84才)でした。入賞者は次のとおり。

優勝高原フク・準優勝高林健代・第三位高原

イネ・第四位 白旗保喜・第五位矢吹初代・第六位

鈴木シゲ子・第七位高林ツル・第八位草野勇蔵・

第九位車田源・第十位草野康次郎

玉川サービスチェーンゲートボール大会
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-著者紹介置
萩原茂裕(はぎわらしげひろ)

1929年北海道旭川市生まれ。痩応義塾大学経済学

部卒業。経営コンサルタント時代から地域開発・

ふるさとづくりを手がける。現在、 「日本ふるさ

と塾」を主宰し、まちづくりのプランナーとして、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計画などの策定に携わる。蓮沼門三社会教育賞

受賞。著書に「手づくりのふるさと」、「日本人と

まちづくりj、「レッツ・ラブ運動の麗開」、「第四

の教育~ふるさと教育"'Jなどがある。
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ずは懸しメ 街今く舞二めでよでしたそ並乞 田竜主な
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う子に 0 トをのれれこら 0 なさい学てに会 がぞる
ち供立 ル東火ま、年ぬ 物つ口る生、目、 あ い
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⑩ 

「第四の教育」を

進めよう@

子供や孫への

お互いの力でまちづくり

と贈り物ミ

平成4年11月広報たまかわ

の概要

次の学校に入学・在学される方または保護者

・高校、高等専門学校

-短大、大学、大学院

・専修学校、各種学校、予備校(認可されたもの)

・盲学校、聾学校、養護学校の高等部など

「国の教育口ーシ」

玉川村少年剣道大会より

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
な
モ
ン
ゴ
ル

国
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ

た
方
、
ま
た
は
、
そ
の
ご
遺
族
に
内

閣
総
理
大
臣
名
の
慰
労
品
(
書
状
・

銀
杯
)
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
う
ち
年

金
思
給
や
公
務
員
の
共
済
年
金
な
ど

を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
慰

労
金
(
日
万
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
は
平
成
5
年
3
月
白
日

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

役
場
住
民
課
ま
で

※中学卒業以上マ就業年視が 6カ月以上の教育施

設に限ります。

年5

;1高校、短大、専修学校、各種学校等は 5年以内

大学、高専等は 6年以内

(在学期間以内で元金据置可能。但し、最長 4年)

交通遺児家庭または母子家庭は 1年の延長が可能

7 % (平成 4年11月2日現在)

学生・生徒一人につき 150万円以内登
記
手
数
料
が

…

変
わ
り
ま
す

登
記
手
数
料
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
平
成
5
年
1
月
1
日
か
ら
登
記
簿

の
閲
覧
、
謄
本
、
抄
本
等
の
手
数
料

の
額
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

登
記
簿
の
閲
覧
間
同
↓
仰
円

謄
本
・
抄
本
側
円
↓
卿
円

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
法
務

局
の
窓
口
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

(
福
島
地
方
法
務
局
)

に
動
か
し
ま
し
た
。
東
中
学
校
で
の

生
徒
た
ち
も
、
自
分
た
ち
に
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

「
街
路
樹
に
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え

よ、っ」学
友
会
(
生
徒
会
)
で
意
見
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
口
学
校
側
で
も
賛
成

し
、
生
徒
た
ち
は
、
市
役
所
に
陳
情

に
行
き
ま
し
た
。

だ
が

「
中
学
生
の
手
で
は
不
可
能
だ
」

な
ど
の
理
由
で
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。そ

れ
で
も
生
徒
た
ち
は
あ
き
ら
め

ず
、
再
度
の
陳
情
で
、
と
う
と
う
助

役
の
心
を
と
ら
え
ま
し
た
。

心
な
い
だ
れ
か
が

リ
ン
ゴ
の
実
を
盗
む

さ
っ
そ
く
生
徒
た
ち
の
手
で
緑
化

部
が
つ
く
ら
れ
、
リ
ン
ゴ
の
栽
培
の

研
究
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
苗
木
の
育

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
し
て
一
年
後
、
四
十
本
の
リ
ン
ゴ

の
木
を
植
え
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
交

代
で
、
雨
の
日
も
あ
ら
し
の
日
も
、
リ

ン
ゴ
並
木
の

H

お
守
り
H

を
続
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
リ
ン
ゴ
の
木
は
二
十
本

し
か
生
き
延
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
ま
た
木
を
植
え
ま

し
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
、
昭
和

三
十
年
春
、
四
十
九
個
の
小
さ
な
実

入宅時に必要な費用(入学時学校納付金、受験

のための費用、その他人学のために必要な費用)

在学中に必要な費用(授業料等学校納付金、下

宿代等住居にかかる費用、通学に必要な交通費)

郡山市清水台 1丁目 6番21号

国民金融公庫郡山支庖

TEL 0249 (23) 7140 

元利均等毎月払い(ボーナス併用返済、ステップ

返済、半年賦・年賦返済も可能)

側教育資金融資保証基金または保証人 1名以上

2 愛
を
あ
り
が
と
う

日
月
初
て日
の
献
血
者
は
犯
人
で
し

た
。
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(
太
字
は
側

M
献
血
者
)

福
島
双
羽
電
機
械
(
情
人
)

大

中

茂

喜

有

賀

冬

秋

田

秀

男

草

野

代

道

坂

崎

昭

松

川

勝

徳

中

島

敏

光

本

田

剛

根

本

志

朗

小
林
タ
ツ
子
新
闘
剛
男
小
出
真

須
釜
春
美
石
森
と
よ
岩
谷
共
利

金
沢
政
彦
稲
川
と
く
子
添
田
晴

彦駒
木
根
工
業
側
(
日
人
)

佐
久
間
昌
徳
小
林
梅
子
水
野
勝

義

熊

田

栄

子

矢

部

重

蔵

吉

田

義

顕

石

井

紀

男

大

竹

い

ち

子

を
つ
け
た
の
で
す
。

秋
に
な
り
収
穫
も
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
リ
ン
ゴ
の
実
は
十

個
減
り
、
ま
た
十
個
減
り
と
、
と
ろ

と
う
最
後
は
、
た
っ
た
の
五
個
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
な
い
だ

れ
か
が
、
盗
み
と
っ
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、

H

リ
ン
ゴ
の
実
を
と

ら
な
い
、
美
し
い
心
の
市
民
が
た

く
さ
ん
住
む
ま
ち
を
つ
く
り
た

い
H

ー
l
生
徒
た
ち
の
人
を
信
頼

す
る
誠
実
な
心
と
活
動
は
先
輩
か

ら
後
輩
へ
、
そ
し
て
市
民
へ
と
、

し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
き

ま
し
た
。
い
ま
、
飯
田
市
の
大
通

り
の
真
ん
中
に
、
約
四
百
メ
ー
ト

ル
、
リ
ン
ゴ
並
木
は
、
三
十
余
年

の
風
雪
に
耐
え
て
ど
っ
し
り
と
立

ち
並
ん
で
い
ま
す

D

信
じ
合
う
こ
と
の

尊
さ
を
物
語
る

そ
し
て
、
い
ま
で
は
、
リ
ン
ゴ

を
盗
む
者
は
だ
れ
一
人
と
し
て
い

ま
せ
ん
。

た
わ
わ
に
実
る
た
く
さ
ん
の
リ

ン
ゴ
の
実
は
、
こ
の
ま
ち
に
住
む

人
々
に
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
お

互
い
を
信
じ
合
う
こ
と
の
尊
さ

を
、
無
言
の
う
ち
に
語
り
か
け
て

い
る
よ
う
で
す
。

南
燦
玲
子
真
野
田
誠
小
林
和
良

森
百
合
子
小
針
き
み
え

片
山
ゴ
ム
側

(
8人
)

吉
村
時
子
藁
萱
秀
和
阿
部
光
吉

大
野
武
彦
矢
部
将
徳
矢
部
忠
幸

大
野
忠
春
近
内
源
吉

須
釜
農
業
協
同
組
合
(
竹
人
)

塩
沢
直
一
草
野
光
徳
国
井
正
喜

矢
吹
キ
ミ
子
石
森
八
重
子
石
森

秀

子

大

越

健

一

瀬

谷

洋

子

瀬

谷
ゆ
み
八
木
喜
孝
円
谷
シ
ゲ
子

玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー
(
ぼ
人
)

中

山

昇

石

森

三

勝

石

森

博

信

佐
久
間
昇
渡
辺
英
雄
石
森
定
吉

宗
形
菊
男
石
森
代
志
子
同
谷
房

夫

須

田

正

行

大

越

利

男

阿

部

金
四
郎
石
森
三
男

玉
川
村
役
場
(
お
人
)

塩

沢

邦

章

国

井

正

四

塩

田

敦

車
田
ヨ
シ
子
石
森
春
男
三
吉
隆

之

石

井

雅

夫

草

野

義

房

大

野

一

郎

曲

山

英

夫

溝

井

陳

彦

熊

田

富

一

鈴

木

孝

野

口

サ

ツ

子

久
保
木
徳
雄
西
川
美
枝
子
増
子

貞

美

小

針

康

敬

小

針

善

栄

曲

山
知
賀
子
丹
内
一
彦
曲
山
道
子

石
井
春
美
吉
田
正
溝
井
康
夫

次
の
方
々
は
成
分
献
血
者
で
す

矢

部

玄

華

森

博

溝

井

浩

一

小
針
武
彦
草
野
正
博

10 

|福妊の窓|
村哩止ニ出

で、給生
虫付活
j3事用
合業異
宍の
五
才
以
上

年
末
調
整
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所

得
税
と
、
一
年
間
の
給
与
総
額
に

対
す
る
年
税
額
と
の
差
額
を
精
算

す
る
も
の
で
、
サ
一
フ
リ
l
マ
ン
に

と
っ
て
は
確
定
申
告
に
代
る
大
切

な
手
続
き
で
す
。

①
扶
養
家
族
に
異
動
の
あ
っ
た
人

②
各
種
保
険
料
の
控
除
を
、
つ
け
よ

う
と
す
る
人
一

③
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人

な
ど
は
、
勤
務
先
に
忘
れ
ず
に
控

除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
o

y

詳
じ
く
は
、
一最
寄
匁
の
税
務
相

、談
室
や
税
務
署
に
お
た
ず
ね
下
さ

、ν

11 

の
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
お

と
し
よ
り
を
対
象
に
、
日
常
生
活

の
便
宜
を
図
る
た
め
や
緊
急
時
に

備
え
て
、
ー
必
要
な
用
具
の
給
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

-
給
付
種
目

特
殊
寝
台
、
エ
ア
l
パ
ッ
ト
、
マ
ッ

ト
レ
ス
、

J

腰
掛
便
座
(
便
器
)
、

特
殊
尿
器
、
火
災
警
報
機
、
自
動

消
火
器
、
体
位
変
換
器
、
痴
呆
性

老
人
俳
佃
感
知
機
、
電
磁
調
理
器

等
詳
レ
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉

係
ま
で

ゐ
4
一一年
末
諦
整
の

，
医
仕
組
み
と
手
続
き



平成4年11月広報たまかわ

7，665人 (-15)

3，786人(一10)

3，879人(ー 5)

村のようす
(4年1O月1日現在)

a園邑
閣に701戸(-4) 

"1 
2 
2 

お誕生おめでとう
ございます

(10月届出分)

出生児氏名 保護者名

遠藤瞭

鈴木莱

石森茜

草野佑聡 幸

守

昇

尚

直
利

区

高

寺

寺
法

法

山
石
山
石

北須釜

おくやみ
申し上げます

円円円

語
汐
あ
り
が
と
う

!
 

重

ご

ざ

い

ま

す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コい

・コ
l
ユ
l
婦
人
部
か
ら

万

地

円

-
吉
の
鈴
木
日
出
夫
さ
ん
か
ら

二

万

・
中
の
小
針
保
之
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
北
須
釜
の
榊
枝
義
二
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
川
辺
の
坂
本
亀
吉
さ
ん
か
ら

一

万

・
川
辺
の
坂
本
精
一
さ
ん
か
ら

二

万

保之

義二

日出男

(10月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

坂本治平 70 精

小針賓

榊枝輝子

鈴木書次

61 

73 

区

辺

北須釜

=と
口

中

地

l
 

i
 

p-Ea'' 

-
須
賀
川
市
の
陶
渋
川
屋
さ
ん
か
ら

福
祉
機
器
展
に
際
し
て
五
千
円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

カ

タ

カ

ナ

五
口一一一一ロ

ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
一
最
高
機

密
。
極
秘
事
項
。

ト
リ
ツ
キ
i

一
ず
る
賢
い
。
策
略
の

あ
る
。
奇
を
ね
ら
っ
た
。

今

月

の

納

税

国
民
年
金
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税

村

県

民

税

れ
月
分

第

5
期
分

第

3
期
分

(
納
期
限
は
竹
月
白
日
闘
で
す
。

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
) 79 

12 




